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今日のゲストは、「宮崎市肢体不自由児・者父母の会」会長の山元 弘道（やま

もと ひろみち）さんです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

   （お互いに挨拶） 

 

Ｑ．１ 山元さんは市民活動として「宮崎市肢体不自由児・者父母の会」の会

長やＮＰＯ法人「吹矢 de元気！協会」代表など務めていらっしゃいます

が、仕事もおもちですね。 

 

Ａ．１ はい、社歴は２０年弱でと長いのですが、業績はというとまったくの

鳴かず飛ばずのとってもとてもちっちゃな会社を細々とぉ･･･････。 

当初は企業健保や行政との協働で保健予防というか健康づくりに関す

る仕事をしておりましたが、４年前にあることがきっかけで、補装具

（自分で座ったり歩いたりできなくても、みんなと一緒に座って食事

をしたり一家団欒を過ごすための姿勢保持具、簡単に言えばいすなど

の製作取り扱いや車椅子など、障害を持った人の手となり足となる代

替具）を製作したり取り扱ったりしています。 

 

Ｑ．２ 始めに父母の会のお話をお伺い致します。「宮崎市肢体不自由児・者父

母の会」は結成して何年になりますか。 

 

Ａ．２ 父母の会の結成は昭和３２年ですから、もう５２歳になりますか、ず

いぶんと長い歴史ある障がい児者団体なんですよ。初期のころはずいぶ

んと苦労があったように聞き及んでいます。先人のお陰で福祉もずいぶ

んと向上してきましたが、最近では障がいの種別も様変わりをしてきて

おり、時代の流れとともにそのニーズも多様化の途をたどっているよう

に感じています！  

 

Ｑ．３ 山元さんがこの会に参加されるようになったきっかけは・・・。 

 

Ａ．３ はい、先ほどあるきっかけで未知の分野に足を踏み入れたといいまし

たが、実は私の長男がウェスト症候群という難治の病気を持って生まれ

てきたのが大きなきっかけですね。 それまではまさか障が福祉との深

い関係になるだなんてまったく予想だにしていませんでしたが、今では

長男一世といいますが、彼のお陰で何の躊躇もなくこの世界に入ってこ

れたことをとても感謝しています。 

 

 

 



Ｑ．４ どのような活動をされているのですか？ 

 

Ａ．４ 以前に比べずいぶんと障がい福祉に関してお蔭様で生活環境の改善や

福祉に対してのご理解を頂けるようになり本当の感謝しています。 

しかし、宮崎は療育という面で他県と比較すると随分と遅れているよ

うにおもいます。以前北九州との比較において２０～３０年遅れてい

るね！との指摘があったくらいです。その証拠といえるかは定かでは

ありませんが、宮崎県にはこども療育センター（更正医療機関）は清

武に一箇所しかなく、補装具を製作するのに県内から長時間かけて清

武まで来なければならない当事実。それよりもなによりもこども療育

センターに小児科医がいない！という到底信じられない状況にあるの

です。加えていうならば人工呼吸器や気管切開、吸引などの医療的ケ

アを必要としている子供さんの受け入れ先がなく、お母さんやお父さ

んに疲労が蓄積していてレスパイ事業の希求が非常に高まってきてい

ますので、そのような切実な状況を何とか改善すべく活動をしていま

す。最悪は自分たちで作っちゃうしかないかなぁ～なんてね、真剣に

考えるほど切羽詰った状況なんです。 

 

Ｑ．５ なるほど、様々な活動をされているのですね。 

    障がいといっても一人一人違いがあると思いますが、まずはお互いの

違いを知ることが大切ですね。 

 

Ａ．５ はい、おっしゃるとおりで、私は、障がいは人の意識が決めているも

のだと常々思っていますので、つまり障がいがあろうがなかろうが同

じ人間。好き好んで障がいを抱えて生まれて来ているわけではないの

で、できることならば「障がい」という言葉がこの世からなくなるよ

うにしたいと考えています。実は私も障害者のひとり、メガネを取れ

ば、ねぇ！目が見えない。そんな偏見を一掃しようとチャレンジして

いるのがこのシルバーリボンなんです。 

 

Ｑ．６ ＮＰＯ法人「吹矢 de元気！協会」代表もなさっていますが、ワクワク

する名称ですね。 

 

Ａ．６ わぁ～、ぴったりの言葉を頂いちゃいましたが、まさしくワクワク 

    めっちゃ楽しくて、やったらはまるのが「せぇ～のふぅ～♪」なんで

すね！ 

 

Ｑ．７ 年齢を超えて仲良くなれそうです。 

 

Ａ．７ はい、小さなおこさんから兄弟、お父さんお母さん、おじいちゃん、

おばあちゃんなど老若男女から、寝たきりの人までもができる本当に



バリアフリーで楽しめるのが吹矢ですね。おまけに健康的にも予防的

にもすばらしい！そしてまたおくが深いこと。最近では障がい児・者

を始め筋ジスのお子さんや喘息の人などの呼吸リハビリとしても活用

していただいています。ぜひ皆様も吹矢の醍醐味を味わっていただき

たいと思います。 呼吸は大切ですよ～！ ダイエットにいいですよ

ぉ～(^^♪ 

 

 

Ｑ．８ それではお問い合わせ先をお願いします。 

 

Ａ．８ 電話番号 肢体不自由児・者父母の会 ０９８５－３１－２８３０ 

         NPO 吹矢 de 元気！協会 ０９８５－３２－３５２１ 

 

    どうぞよろしくお願いしまぁ～す(^^)/̃̃̃ 

 

（お互いに挨拶） 


